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学 　校　 関　 係　 者　 評　 価

実 施 日　令和 ３ 年　２ 月１０日

番号 評価項目 具体的方策 達成度 次年度への課題と改善策 学校関係者からの意見・要望・評価等

1

基礎学力の向上を図る
授業改善の推進。

①ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰﾆﾝｸﾞ等の手法を取り入
れた授業改善、研究協議を実施す
る。公開授業週間等を活用して授
業力を向上する。
②チャイムトゥチャイムによる授
業を教員・生徒とも徹底する。
③3年間を見通して英検IBA等の各
種検定に全校体制で取り組む。
④行事日程を精選し、可能な限り
授業を確保する。

Ａ

①各教科でICTを活用した授業改
善を継続して進める。
②全教職員が協力し、ﾁｬｲﾑﾄｩﾁｬｲﾑ
着席を継続する。
③英検IBAの実施方法を検討す
る。
④学校行事の精選を進め、授業時
間の確保に努める。

〇積極的にタブレット等を使い、アクティブ
ラーニングの授業に取り組んでいる。保護者の
満足度も高い結果となっている。ＩＣＴ機器の
活用は不可欠であると思うので、今後も取り組
んでいただきたい。
〇勉強に取り組む基盤は向上している。将来に
向けて英語力向上を目指し、今後も学習意欲の
向上を継続してほしい。
〇チャイムトウチャイム着席については、移動
教室が多い中、83.4％はよいと思う。もう少し
向上できると思う。

2

主体的な規範意識の醸
成と教育相談体制の充
実。

①生活指導、交通安全マナーアッ
プ、校内環境美化を徹底する。
②年間を通じて遅刻指導を継続
し、特定期間を重点的に指導す
る。
③二者面談、三者面談の実施、ス
クールカウンセラーの活用等の情
報共有を積極的に行い、組織的に
教育相談を実施する。

Ｂ

①規範意識向上の定着を目指し、
生活指導、登校指導、巡回指導を
継続する。
②全職員が共通理解のもと取り組
めるよう更なる工夫に努める。
③コロナ禍で生徒の不安が高まっ
ているため、さらにSCの相談体制
について保護者・生徒に丁寧に周
知し、生徒の精神的ケアを組織的
に取り組む。

〇自転車で通学する生徒を見かけるが、大変マ
ナーも良く安全に通学できている。通学指導や
交通安全教室を実施している成果だと思う。こ
れからも指導の継続をお願いしたい。
〇58％の生徒が皆勤であることは素晴らしい。
生徒が相談しやすい雰囲気づくりを行い、「学
校に行きたい」という気持ちが高まってるから
だと感じる。
〇高い出席率は素晴らしい。今後も生徒と先生
がしっかりとコミュニケーションを取れるよう
に取り組んでいただきたい。

3

進路意識の向上と高い
志を育み第一志望を実
現する。

①上級学校への進路実現に向けた
補講や補習、対策講座を組織的に
行う。
②３年間を見通して各種ガイダン
ス、模擬テスト等を実施する。
③保護者対象の進路説明会、地域
の方々とＰＴＡ参加の進学・就職
模擬面接会等を実施して、地域及
びＰＴＡとの連携を密にする。

Ａ

①進学補講を組織的に進め、学力
向上に努める。
②学校斡旋就職率100％を目指
す。
②各種ｶﾞｲﾀﾞﾝｽを継続する。
③模擬テストの振り返りの実施
④PTA参加の模擬面接の実施

〇生徒一人一人に応じた進路指導が行われてい
る。進学者の割合にもよるが、夏季講座への参
加者が少ない。もっと増やす工夫をした方が良
いと思う。
〇進学、就職ともに厳しい状況が続くと思うの
で、時間があれば二者面談・三者面談を多くし
てほしい。
〇３年間の間には進路先も変わることがあると
思うので、相談しやすい環境をこれからも整え
てほしい。
〇進路指導について、保護者から「きめ細かな
指導がなされている」という回答が８割もある
のは日頃の継続した指導の結果だと思う。

4

目標にチャレンジする
強い意志と支え合う豊
かな心の育成と本校の
魅力の情報発信。

①外部指導者を活用するととも
に、科学的、効果的に練習を行
い、上部大会に出場させる。
②交流、ボランティア等、地域に
おける事業に生徒・教員を積極的
に派遣する。
③中学校訪問・塾訪問を実施し、
視察等も積極的に受け入れる。
④生徒の活動をホームページに掲
載、一斉メール配信ｼｽﾃﾑ等を有効
活用する。

Ａ

①継続して全国大会・関東大会・
各種大会に出場できるよう部活動
の充実を図る。
②地域連携・教育連携を進め、地
域に信頼される学校づくりを継続
する。
③④地方放送局を活用した広報活
動やホームページによる情報発信
など、入試倍率の向上を目指し、
生徒募集活動を工夫・改善する。

 〇今年は新型コロナウイルス拡大防止の観点
から例年のように部活動の大会等が実施できな
かったと思うが、結果が出せているのは評価で
きる。これからも部活動で活躍できるという校
風を継続してほしい。
〇ＦＭラジオ番組「ふじっこラジオ」も定着
し、新聞やテレビでも取り上げられ、学校のイ
メージアップが図られている。
〇生徒会も含め、全ての部活動が制限を受けて
いるため、生徒が悔いのない活動ができている
かが心配。精一杯活動し、更に良い結果が出る
ことを期待している。

※学校関係者評価実施日とは、最終回の学校
　評価懇話会を開催し、学校自己評価を踏ま
　えて評価を受けた日とする。

概ね達成(６割以上)

変化の兆し(４割以上)

達
成
度

ほぼ達成(８割以上)

学　　　　　　　校　　　　　　　自　　　　　　　己　　　　　　　評　　　　　　　価

①通学指導を年8回実施
①交通安全教室及び自転車点検
の実施。
①部室清掃を年3回実施
②出席率95％以上、皆勤者数
50％以上
③学校評価アンケートの分析
③ＳＣの相談件数、自立支援事
業の成果、個人面談の実施状況

①進学補講、補習、対策講座の
参加者状況
②学校斡旋就職率100％
②進路関係情報の提供回数
②模擬テスト等の振り返り状況
③保護者アンケートの分析
③模擬面接等の実施状況

令　和　２　年 度　学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県 立 ふ じ み 野 高 等 学 校 ）

目指す学校像 学習とスポーツ・文化活動を両立し、地域に元気・感動・夢を発信する学校

重　点　目　標

１　基礎学力の向上と授業の充実
２　基本的生活習慣と規範意識の質的向上
３　キャリア教育の充実と進路実績の向上
４　部活動・生徒会活動・ボランティア活動の充実と発展

　　出席者　学校関係者　　　７　名
　　　　　　生徒　　　　　　３　名
　　　　　　事務局(教職員)　３　名

①部活動実績
②地域交流等の派遣回数と参加
生徒数
③中学校訪問・塾訪問・視察等
の受け入れ実施状況
④ホームページの更新回数、
メール配信の回数

現状と課題

　※重点目標は３つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目（年度達成目標を意味する。）は複数設定可。
　※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、方策の評価指標」を設定。

○現状
・多数の運動部が全国・関東大会に出場
するとともに、全体として競技力が向上
している。また、文化部は意欲的に活動
をしている。
・生徒会活動も活発化しており、行事に
対する生徒の意識は高まっている。
・生徒会が中心となりボランティア活動
を行っている。
○課題
・継続して各部活動の充実を図る。
・学校からの情報発信を積極的に行う必
要がある。

○現状
　83.4％の生徒がチャイムで授業が始め
られる準備（移動教室を含む）をしてお
り77.1％の生徒が、授業に意欲的に取り
組んでいる。考査前の学習時間を1～2時
間、2時間以上確保している生徒が59.0％
いる。
○課題
・引き続き、全教員の共通理解の下進路
実現を目指し、学力向上に向け授業改善
に取り組む必要がある。
・授業確保に努める。
・学校行事の精選を推進する。

①大会規模の変更はあったが、多くの
部活動が入賞を果たした。
②昨年同様の関わりは難しかったが地
域連携・教育連携を行うことができ
た。
③中学校、塾への学校案内の郵送、Ｆ
Ｍラジオ番組「ふじっこラジオ」によ
る情報発信を行った。中学校訪問・塾
訪問について方策の見直しを進めた。
③上級学校訪問受入６校
④ホームページ更新151回 メール配信
66回

年 度 評 価（１月２９日 現在 ）

①通学指導 休校期間があったが年7回実施
①交通安全教室(12月）自転車点検3回実施
①部室清掃計画を見直して実施
②出席率98.5%　皆勤者数360名（58％）
③保護者アンケートでは生徒が相談しやす
い雰囲気・環境であるという回答が高く教
育相談が充実している。
（1年89.5％・2年86.2％・3年88.8％）
生徒アンケートでは挨拶やルール遵守の回
答が98％で規範意識が醸成されている。
③相談回数延24件
③自立支援事業による講演会を実施。(1年)

評価項目の達成状況方策の評価指標

①多くの教員がタブレットやプロジェク
ターを授業に活用するなど教員の授業力が
向上した。進路からユーチューブを利用し
た情報配信を行った。
①アクティブラーニング研究授業・教科研
究授業を実施
②年間を通じて実施
③英検(20名)･漢検(20名)･ﾆｭｰｽ検(8名)受験
毛筆検(2名)合格　英検IBA中止
④授業時数を確保することができた。
保護者アンケートでは落ち着いた雰囲気で
わかりやすい授業が展開され、子供を本校
に入学させて良かったという回答の割合が
高い。
(１年97.8％・2年91.8％・3年93.7％）

○現状
　生徒の進路希望に応じた３年間を
見通した進路指導により、「学校斡
旋就職率１00％」、生徒の希望して
いる進路実現ができている。
○課題
・学校行事を精選し、学力向上に努
めていく必要がある。
・進路行事（学年別進路説明会、模
擬面接会等）を更に充実させる。

○現状
出席状況、身だしなみ、清掃活動、
交通マナー等の基本的生活習慣等は
概ね良好である。
○課題
・生徒の規範意識を更に高めるた
め、継続して生活指導を行っていく
必要がある。
・生徒との面談機会を増やし生徒理
解を深め、相談体制を強化する必要
がある。

①国語・数学・英語で夏季３講座実
施。参加生徒13名、その他継続的に個
人指導を実施。
②学校斡旋就職率100％（35名）
②進路情報提供回数　20回
②模擬テスト振り返り（3月）
③保護者アンケートでは計画的に進路
指導がなされ進路希望に応じたきめ細
かい指導がなされていると8割が回答
している。
③模擬面接実施状況
就職(8月･9月）進学（9月･10月）

①タブレットや教室のプロジェ
クターの活用状況
①アクティブラーニング研究授
業や教科研究授業を年12回実施
②チャイムトゥチャイムの実施
状況
③各種検定の実施状況と受検者
数及び合格状況
④行事日程の工夫、授業カウン
ト表の作成

不十分(４割未満)

年　　　　　　度　　　　　　目　　　　　　標


